
新年度予算案の基本的な考え方 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                  

 

ＳＤＧｓ未来安心予算 ～市民の安心と生活を守る～ （202１年度予算） 

SDGs未来安心都市・明石へ 

 
これまで、「まちの好循環」の拡大を図

ってきました。 

今後、コロナ禍にあっても、この好循

環の流れを止めることなく、さらなる継

続拡大を目指し、財政面では一時的な減

収が見込まれますが、国による減収補填

の財政支援や好循環により生み出される

新たな財源を活用するなど、将来を見据

えた持続可能な財政運営のもと、ＳＤＧｓ 

の理念を反映した誰一人取り残さない持

続可能なまちづくりを一層推進していき

ます。 

商業地の地価 

７年 連続上昇！ 

市税収入 ７年で 

３０億円増加！  

  個人市民税 

  固定資産税 

  都市計画税 

出生率 

１．７０ 
（２０１８年） 

住む人（定住人口） 

８年 連続増加！ 

さらに！  

毎年の国からの地方交付税 

   約６億円 増加予定！ 

人口が 

過去最高に！ 

市民サービス 

の向上へ！ 

※SDGｓ（ｴｽ・ﾃﾞｨｰ・ｼﾞｰｽﾞ） 
Sustainable Development Goals（持続可能な開発目標） 

  2015 年の国連サミットで採択された「世界を変えるための 17 の目標」 
 

 

                                  

 

2021年度の重点的な取組 

 

 

高齢者・障害者が住み慣れた地域で、安心して自分らしく生活できるまちの実現に向けた取組を推進します。 

・認知症あんしんプロジェクトの推進(P.13)                  ・高齢者への補聴器購入費用の助成(P.16) 

・高齢者／障害者のための総合的な施設整備の促進 (P.14)       ・成年後見制度の活用促進(P.16) 

・介護／障害サービスの向上に向けた人材の育成及び確保の推進(P.15) ・地域総合支援センター等における支援体制の充実(P.18) 

② 高齢者・障害者施策の充実 

 
 
 

 

 

 
 

・豊かな海づくりの推進(P.35) 

・マイボトル普及の推進(P.36) 

・家庭用燃料電池及び蓄電池への補助(P.36)  

・自然観察ゾーン及び（仮称）自然観察 

センターの設置(P.37) 

  ・明石の大切にしたい生きもの（明石市 

   レッドリスト）の周知(P.37) 

⑤ 自然にもやさしいまちづくり 

 
 

こどもの成長をまち全体で応援するこども総合支援施策の更

なる充実に取り組みます。 

・中学校１年生への 35人学級の導入(P.20) 

・高丘小中一貫教育校の開設(P.21) 

・放課後児童クラブの充実(P.24) 

・待機児童対策(P.25)／幼稚園３歳児枠の拡充(P.26) 

・18歳までのこども医療費無償化(P.26) 

③ こどもを核としたまちづくり 

 
 
 

安全・安心の確保のため、未来への投資

として持続可能で、やさしい都市空間づく

りを計画的に推進します。 
 

・西明石地区活性化に向けた取組(P.43) 

・ホームドア設置の促進(P.45) 

・山陽電鉄バリアフリー化の促進(P.45) 

・安全で利便性の高い幹線道路の整備(P.46)  

 ・南畑踏切の安全対策(P.46) 

・安全安心な水道水の供給に向けた水源

の確保(P.47) 

⑦ ハートフルハードのまちづくり 
 
 
  

明石の魅力を生かした賑わい、人と人

とのつながりを創出し、まち全体が元気

になるよう取り組みます。 
 

・本のまち明石の推進(P.39) 

・(仮称)あかねカレッジライトコース

の開設(P.40) 

・大久保北部の利活用の検討(P.44) 

・日本標準時 135周年等事業(P.40)  

・東京２０２０オリンピック／パラリンピ

ック関連事業(P.41) 

⑥ まちの元気・魅力・交流の創出 

 
 
 

コロナ禍においても市民が安心して暮らし続けることができるよう、感染対策をはじめ市民の生活支援とセーフティネットの構

築にスピード感を持って取り組んでいきます。 

・新型コロナウイルスワクチン接種(P.7) 

・妊婦ＰＣＲ検査費用助成(P.8) 

・あかし生活・地域経済応援キャンペーン(P.10) 

・新型コロナウイルス感染症に対応した多様な避難所の確保(P.11)  

① 新型コロナウイルス感染症対策の充実 

 

 

ウィズコロナ社会への対応 

 
新型コロナウイルス感染症対策として、新たに感染対策局を設置し、医療体制やＰＣＲ検査機能の強化、

相談体制の充実など、市民の命と健康を守ることを最優先に取り組んできました。また、明石市独自の

「17の支援策」など、すべての市民が安心して生活することができるようスピード感を持って取り組んでき

たところです。 

新型コロナウイルスの終息が見えない中、明石市新型コロナウイルス感染症の患者等に対する支援及

び差別禁止に関する条例の制定に取り組み、官民連携により医療崩壊を招くことがないよう万全の対策

を講じるとともに、市民生活を守るために躊躇することなく、迅速な対応を図っていきます。 

 

 

感染 
対策 

 

生活 
支援 

 

相談 
窓口 

 

 
 

すべての人が大切にされるインクルーシブな社会の実現に向け

た取組を推進します。 

・ＬＧＢＴQ+／ＳＯＧＩE施策の推進(P.29) 

・ひきこもり相談支援の充実(P.30) 

・犯罪被害者等に対する支援の充実(P.30)／更生支援の推進(P.31) 

・無戸籍者に対する総合的支援(P.31) 

・（仮称）あかしインクルーシブ条例の制定(P.34) 

④ すべての人にやさしいまちづくり 

・新型コロナウイルス感染症対策の強化(P.6) 

発熱等診療・検査医療機関の拡充 

高齢者施設の新規入所者等へのＰＣＲ検査の実施 

クラスター発生時の福祉施設への人的支援 

専門相談窓口の充実 

資料１ 

明石の恵まれた自然環境が後世にしっか

りと受け継がれるよう、人にも自然にもや

さしい持続可能なまちづくりを推進します。 

 


